
 

 

第１０４回国立大学法人筑波技術大学経営協議会議事録 

 

Ⅰ 日 時  令和６年３月１３日（水）１４時００分～１５時３５分 

 

Ⅱ 場 所  大会議室、オンライン（Zoom） 

 

Ⅲ 出席者 

・学外委員：石井靖乃、川村恒明、小林武弘、齋藤佐和、竹下義樹、中村信一、  

森戸久雄の各委員 

・学内委員：石原保志（議長）、酒井貢、四日市章、長島一道、谷貴幸、香田泰子、

加藤一夫、三好茂樹、嶋村幸仁の各委員 

欠席者 

・学外委員：石野富志三郎、木村利男、山岸直人の各委員 

・学内委員：なし 

陪席者 

・鈴木瑞哉監事、鈴木浩監事 

 

 議事に先立ち、長年にわたり本学の運営に多大な貢献をされた北原保雄委員の逝去を悼

み、黙とうを捧げた。 

 

Ⅳ 議 事 

 １ 前回議事録の確認について 

議長から、資料１に基づき、第１０３回の議事録について説明があり、原案どおり

確認された。 

 

 ２ 審議事項 

（１）共生社会創成学部の設置について 

議長、香田委員及び谷委員から、資料２に基づき、共生社会創成学部の設置につい

て説明があり、審議の結果、以下のとおり確認された上で、本学共生社会創成学部を

設置することが承認された。なお、基本計画書等に係る今後の修正については議長に

一任することが併せて確認された。 

（主な意見） 

  ・「新設学部等の目的」欄の記載だけを見ると、知識先行型の学生を育成するよう

に思われる可能性があるため、知識を備えた上で、行動力、情報発信力がある学

生を育成することがわかるように設置審査の過程で適切に説明していただきた

い。 

  ・実際のＰＲ活動等に際しては、どのような学生を育成することを目的としている

のかが受験対象者に伝わるように適切に説明していただきたい。 

 



（２）給与関係規則等の一部改正について 

事務局から、資料３－１～２に基づき、給与関係規則等の一部改正について説明が

あり、審議の結果、承認された。 

 

（３）令和６年度筑波技術大学予算（案）について 

事務局から、資料４－１～３に基づき、令和６年度筑波技術大学予算（案）につい

て説明があり、審議の結果、以下のとおり確認された上で、承認された。 

  ・入学料収入及び授業料収入については、定員ではなく、実態を考慮した学生数に

基づき計上していること。 

  ・外部資金の獲得に向けた方策として、事前送付した研究シーズ集を活用して地域

の商工会議所や工業団地などの身近な企業との共同研究等の実施に繋げることも

検討していること。 

 

（４）令和６年度資金運用計画について 

事務局から、資料５に基づき、令和６年度資金運用計画について説明があり、審議

の結果、承認された。 

 

（５）その他 

特になし。 

 

３ 報告事項 

（１）令和５年度卒業者・修了者について 

事務局から、資料６－１～２に基づき、令和５年度卒業者・修了者について報告が

あった。 

 

（２）令和６年度入学者選抜実施状況（学部・大学院）について 

事務局から、資料７－１～３に基づき、令和６年度入学者選抜実施状況（学部・大

学院）について報告があり、本日１３時に発表した大学院の追加募集に係る合格者は

産業技術学専攻では１名、情報アクセシビリティ専攻では２名であったことが併せて

確認された。 

 

（３）令和６年度入学者選抜欠員補充第２次募集について 

事務局から、資料８－１～３に基づき、令和６年度入学者選抜欠員補充第２次募集

について報告があり、募集人員は今後の入学手続きの状況により変動する可能性があ

ることが併せて確認された。 

 

（４）令和４年度決算における剰余金の繰越承認について 

事務局から、資料９に基づき、令和４年度決算における剰余金の繰越承認について

報告があった。 



 

（５）その他 

特になし。 

 

以 上 


